
１．過乾燥の防止。仕上げ水分は14.5～15％を目
標。（当地域の早期栽培は、乾燥終了後の余熱乾
燥もあり仕上げ水分を高めに設定）

２．高温で急激な乾燥は避ける。平均の毎時乾減率
は0.8％を超えない。

（胴割れ米の発生と食味劣化の防止）
３．自動水分計の精度は毎年始めにチェック｡乾燥
中もこまめに測定。

４．水分18％まで乾燥したら、数時間送風を止めム
ラを直し、その後乾燥再開。

５．調製は、籾温度が常温に戻ってから。
（籾温が高いと籾摺り時の肌ズレが多発）
６．ゴムロール間隔は0.8～1.2mmが基準。
　脱ぷ率は80～85％を目標。
７．ライスグレーダーの網目は1.85mm（Ｌ型)以上
を使用。（整粒歩合80％以上とする）

乾燥・調製の要点

　管内の水田にて「ヒレタゴボウ」という雑草が問
題となっています。ヒレタゴボウは畑地雑草のため、
湛水している状態ではあまり発生しませんが、主に
田面露出地点や、中干し時に発生が見られます。
　ヒレタゴボウは収穫期まで長期間にわたり発生が
続きますが、中干し時は初中期一発除草剤の効果が
リセットされるため、十分に防除するには初中期一
発除草剤と中後期除草剤との体系処理が必要となり
ます。
　詳しくは、予約申込書13ページの「ヒレタゴボウ
対策について」をご確認ください。

ヒレタゴボウ対策

白未熟粒軽減対策

年間防除で
被害軽減！ジャンボタニシ対策こよみ

区分 病害虫名 農薬名 施用量
（10a当り）

本剤の
総使用
回数

使用時期 備考

箱
　
施
　
用
　
剤

いもち病、白葉枯病、
ウンカ類、イネミズ、
イネドロ、ヨコバイ他

ツインターボ
箱粒剤08

50g/1箱

1回 播種前
は又土床の箱苗育 ＊

覆土に均一に混和
する。

播種前、播種時（覆土前）
～移植当日

か

い

帯

上の苗の箱苗育 ＊
ら均一に散布する。

払は剤薬の葉茎 ＊
落とすこと。

地発常病ちもい ＊
は必ず施用してく
ださい。

いもち病、イネミズ、
イネドロ、ウンカ類、
ヨコバイ、メイチュ
ウ、イナゴ類他

Csオリゼリディア
箱粒剤 1回 移植3日前～移植当日

いもち病、紋枯病、
イネミズ、イネドロ

Csオリゼリディア
EV箱粒剤 1回 移植7日前～移植当日

本
　
田
　
施
　
用
　
剤

いもち病

サンブラス粒剤
【予防効果】 3～4kg 1回 出穂5日前まで

但し、収穫30日前まで けが心に防予に特 ＊
る。

は間日5～4後布散 ＊
湛水状態を保つ。

コラトップ豆つぶ
【予防効果】 250g 2回

以内

葉いもち：
　初発10日前～初発時
穂いもち：
　出穂30日前～5日前まで

ブラシン粉ＤＬ
【予防・治療効果】 3～4kg 2回

以内
いもち病の初発時
収穫7日前まで

いもち病、紋枯病 オリブライト豆つぶ
【予防・治療効果】 250g 1回 出穂10日前まで

但し、収穫45日前まで
は間日5～4後布散 ＊

湛水状態を保つ。
いもち病、紋枯病、
カメムシ類、ウンカ
類、ヨコバイ、フタ
オビコヤガ他

ガッツスター粒剤
【予防効果】 3kg 1回 出穂5日前まで

但し、収穫45日前まで
は間日5～4後布散 ＊

湛水状態を保つ。
布散の類シムメカ ＊

時期の目安
　① イネクロカメムシ：
　　6月上中旬

：シムメカ米点斑 ②　
日5～日01穂出 　 　

前(穂ばらみ期)
又は出穂5日～

傾穂期)、多発時
は出穂前後の2回
散布

いもち病、カメムシ
類、ウンカ類、メイ
チュウ他

フジワンラップ粒剤
【予防効果】 4kg 2回

以内 収穫30日前まで

いもち病、紋枯病、カ
メムシ類、ウンカ類他

ワイドパンチ豆つぶ
【予防・治療効果】 250g 1回 収穫35日前まで

カメムシ類、ウンカ類 キラップ粒剤 3kg 2回
以内 収穫14日前まで

カメムシ類、ウンカ
類、ヨコバイ スタークル豆つぶ 250g 3回

以内 収穫7日前まで

オール14号化成

「スマイルロング」は、天候・生育
状況により、追肥が必要な場合が
ございます。

田植え 5日後 10日後 15日後 20日後 30日後 収穫60日前

藻類
専用剤

モ ゲ ト ン 粒 剤
（使用時期：発生始～発生盛期） ３Kg

一
発
処
理
除
草
剤

粒
剤

クサウェポン1㌔粒剤
（使用時期：移植同時～30日後） 1Kg

エンペラー 1 ㌔ 粒 剤
（使用時期：移植同時～収穫60日前） 1Kg

ベ ン ケ イ 1 ㌔ 粒 剤
（使用時期：移植同時～30日後） 1Kg

トップガンＲ1㌔粒剤
（使用時期：移植同時～30日後）

（使用時期：移植同時～30日後）

1Kg

銀 河 1 ㌔ 粒 剤
（使用時期：移植同時～収穫60日前） 1Kg

ス ラ ッ シ ャ 粒 剤 3Kg
豆
つ
ぶ
剤

エンペラー豆つぶ250
（使用時期：移植直後～収穫60日前）

フ
ロ
ア
ブ
ル
剤

クサウェポンフロアブル
（使用時期：移植時～30日後）

プライオリティフロアブル
（使用時期：移植時～30日後）

ジ

ン
ボ
剤

クサウェポンジャンボ
（使用時期：移植後1日～30日後）

エンペラージャンボ
（使用時期：移植直後～30日後）

トップガンＲジャンボ
（使用時期：移植直後～30日後）

タンボパワージャンボ
（使用時期：移植後1日～収穫60日前）

（使用時期：移植後５日～収穫60日前）
銀 河 ジ ャ ン ボ

初
期
剤

乳
剤

エ リ ジ ャ ン 乳 剤
（使用時期：植代後～移植7日まで、移植直後～30日まで）

サ キ ド リ Ｅ Ｗ
（使用時期：移植直後～30日まで）

粒
剤
マーシェット1㌔粒剤
（使用時期：移植直後～30日後） 1Kg

中
後
期
剤

ジ

ン
ボ
剤

ウィードコアジャンボSD
（使用時期：移植後10日～収穫60日前）

レ ブ ラ ス ジ ャ ン ボ
（使用時期：移植後14日～収穫60日前）

※上表の 印は除草剤の登録内容を記載しており、ご使用にあたっては 最適期 印の最適期でのご使用をお奨めします。

項目 農薬名 適用雑草名 使用時期 10a当り使用量 使用方法 本剤の使
用回数薬量 希釈水量

ヒエ対策
ヒエクリーン
豆つぶ250 ノビエ 移植後15日～ノビエ4葉期

(但し、収穫45日前まで) 250g ― 湛水散布、湛水周縁散布又は
無人ヘリコプターによる散布 1回

クリンチャー
ＥＷ ノビエ 移植後20日～ノビエ6葉期

(但し、収穫30日前まで) 100ml 25 ～100Ｌ 湛水散布又は落水散布 2回以内
畦畔雑草
抑制対策

グラスショート
液剤

一年生雑草及び
多年生雑草

雑草生育初期(草丈10cm)及び草刈り後10
～20日の雑草再生期(但し、収穫前日まで)

300 ～
500ml 50 ～100L 雑草茎葉散布 3回以内

刈取
跡処理

ラウンドアップ
マックスロード

キシュウスズメノ
ヒエ、クログワイ他 雑草生育期 1,000ml 50L 雑草茎葉散布 1回

※ 「ラウンドアップマックスロード」の使用において、有効成分「グリホサート」を含む農薬の使用回数は1回です。

最適期

最適期

最適期

最適期

最適期

最適期

最適期

最適期

最適期

最適期

最適期

最適期

最適期

最適期

最適期

最適期

最適期

最適期

最適期

最適期

１．登熟期の窒素栄養を高める
　　◎登熟期の栄養窒素が下がると白未熟粒が発生

しやすくなります。
　　　　高温年では穂肥を多めに施用することが効

果的です。
２．登熟期の高温対策
　　◎白未熟粒軽減対策として「水管理」が重要です。
　　　　穂揃い期までは湛水管理、登熟期間中は間断か

ん水を基本としながらも、できるだけ新鮮な水の供給
を随時行うよう心がけましょう。

ヒレタゴボウ

第
二
回
穂
肥

出
穂
期
間
近
に
な
っ
た
ら
耐
暑
肥
を
施
用
す
る

第
一
回
穂
肥
の
約
10
日
後

※

分
施
の
場
合

※

分
施
の
場
合

第
一
回
穂
肥

稲が生育している時には！ 大切な３つのポイント 冬季には！ 耕うんして貝を潰す！
①貝を水田に入れない

②貝を増やさない

③貝に稲を食べさせない

①トラクターの走行速度を遅くする

②回転数をできるだけ上げる

特に
水口、畦畔付近は
密度が高いので
丁寧に③深さは浅くても良い（5cm）

水口、水尻に金網（１～２cmメッシュ）またはネット（９mm）を張る

貝・ピンク色の卵塊を潰して、駆除する

４cm以下の浅水管理を行う 農薬防除と併用するとより効果的です

令和6年度

あきたこまち・コシヒカリ　スマイルロング 45～55

約 5   (4L)

苗立枯病：ナエファインフロアブル：2,000倍液又はタチガレエースM液剤：500倍液　１箱当たり500㎖（播種時）。


